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析結果について，3 次元モデルのものが，2 次元モデルのものより大きくなる傾向が確認できた。 
提案手法は，3 次元地形計測結果を簡便に耐震性能照査に利用する手順を示すものである。解析例におい
ては，提案法が，将来，3 次元解析を実設計に活用することを可能にするかもしれない，ということが示さ
れた。 
論文審査結果の要旨 
本研究は，近年発展が目覚ましい3次元計測技術とUAV技術を，実際の設計解析に取り入れることを目
指したものである。一般的に，UAVは測量や維持管理には多用されているもの，設計問題に直接応用さ
れた例は少ない。また，3次元計測技術も，測量に留まっているのが現実である。本研究では，具体的に，
ため池堤体を対象とし，UAV（ドローン）による写真測量による3次元計測を実施し，堤防の3次元形状を
復元している。その表層の形状モデルを地中まで拡張し，有限要素解析モデル作成まで可能にしている点
が大きな成果と考えられる。さらに，作成したモデルを動的地震応答解析に適用しており，2次元解析と
比較した場合の3次元解析結果の特性を検討している。特に，湾曲したため池堤体の3次元的な弱点箇所を
明らかにすることができた。この様な成果は，土構造物の設計法が進むべき方向性を示すものであり，実
用面において非常に有益な研究である。 
博士論文本編では，3次元計測に関して既往研究の適切なレビューが行われており，多くの情報を包含
することができている。また，3次元モデル化の方法が具体的かつ詳細に記述されており，読者に役立つ
内容となっている。地震応答解析では，堤体剛性の違いが挙動に与える影響を明らかにしている。また，
2次元解析と比較において，3次元効果を明確にし，3次元解析の重要性を明示する内容となっている。 
学位審査会においては，上記の博士論文の内容が要約されて発表されており，質疑応答も適切に行うこ
とができた。 
以上のことを考慮し，本学位審査会は，金重稔氏が，博士の学位が授与されるのに相応しいと判断する。 
